
今年も力作が勢ぞろい

11月 13日・14日は産業・農業祭

かかみがはらっこ●発明くふう展 岐阜県知事賞
みんな集合●木曽川ハーモニー
クローズアップ●平光優里さん

木曽川学入門●笠松町の歴史と民俗

第42回市美術展

公園都市＊共生都市＊快適産業都市 11/１
2010

広報各務原

困った時は市の相談窓口へ
市長からの手紙●神話が生きる国⑤

【各務原の歴史散歩～船
ふなやま

山古墳】

VR テクノジャパンの敷地内にある市指定
史跡「船山古墳」。周辺は緑豊かな公園と
して整備され、復元された古墳の姿を見
ることができます。⇒詳しくは20ページ



洋画

市展賞「メディチ」
岩井美枝子さん
【選評】石膏像を中心に、ランプや陶磁器等を
画面に配置して、安定した三角形の構成となっ
ており、明暗の色調も美しい。
石膏像やグラスの灰色が周りの色彩とうまくか
み合えば、より豊かな作品になると思われます。

日本画

入
賞
作
品
が
決
定

　

芸
術
の
秋
を
彩
る
市
美
術
展
が
、
10

月
３
日
〜
10
日
の
期
間
、
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
あ
す
か
ホ
ー
ル
な
ど
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
美
術
展
に
は
、
日
本
画
、
洋

画
、
彫
刻
・
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
書
、
写
真
の
6
部

門
に
２
２
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
市
展
賞
6
点
、
優
秀
賞
13
点
、

奨
励
賞
24
点
、
入
選
１
７
５
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

入
賞
者
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

日
本
画
の
部

▽
市
展
賞
＝
加
藤
圭
子
（
那
加
前
洞
新

町
）
▽
優
秀
賞
＝
西
村
猛
（
岐
阜
市
）、

佐
藤
保
子
（
関
市
）
▽
奨
励
賞
＝
古
谷

野
美
行
（
蘇
原
旭
町
）、
清
水
要
（
三

井
町
）、
浅
野
宣
子
（
那
加
太
平
町
）

洋
画
の
部

▽
市
展
賞
＝
岩
井
美
枝
子
（
山
脇
町
）

▽
優
秀
賞
＝
石
原
昭
（
那
加
前
洞
新

町
）、
口
田
和
恵
（
松
が
丘
）、
大
塚
照

子
（
同
）
▽
奨
励
賞
＝
髙
木
鐘
之
（
鵜

沼
台
）、
赤
尾
艶
子
（
各
務
船
山
町
）、

上
田
多
津
子
（
鵜
沼
羽
場
町
）、
川
端

恵
美
子
（
笠
松
町
）、水
野
た
か
こ
（
緑

苑
中
）、
脇
原
宏
行
（
蘇
原
沢
上
町
）

第
42
回市美術展

今年も力作が勢ぞろい

市展賞「秋容焼岳（上高地）」
加藤圭子さん
【選評】小さい作品ながらも構図が安定
していて季節感、色彩も良く、上高地の
情景が良く表現されています。

※各作品の選評と各部門の総評は審査員によるものです。

【部門総評】全体的にそれぞれの詩情が豊
かに描かれており、バラエティーに富んで
いるという印象を持ちました。

【部門総評】今年は新鮮でレベルが高い作品が多く、
入選作品の中にも奨励賞に見劣りのしない作品が多
数見られました。
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市展賞「遠い記憶」
今井厚子さん
【選評】伝統技法を駆使して、現代的な表現で流線の
強弱によって、立体感と空間表現がなされています。 彫刻・

工芸

書

市展賞「島木赤彦の詩」
長屋天虹さん
【選評】力強い筆圧、墨量、文字間、行間ともにうまく纏

まと

め、
実力を充分に発揮し、素晴らしい作品となりました。

彫
刻
・
工
芸
の
部

▽
市
展
賞
＝
今
井
厚
子
（
蘇
原
栄
町
）

▽
優
秀
賞
＝
平
田
隆
宏
（
扶
桑
町
）、

林
三
智
子
（
鵜
沼
羽
場
町
）
▽
奨
励
賞

＝
安
田
松
江
（
鵜
沼
三
ツ
池
町
）、
平

木
寛
（
蘇
原
中
央
町
）、田
上
惠
造
（
小

佐
野
町
）

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部

▽
市
展
賞
＝
浦
野
友
香
（
刈
谷
市
）
▽

優
秀
賞
＝
柘
植
雅
一
（
名
古
屋
市
）
▽

奨
励
賞
＝
近
藤
孝
夫
（
美
濃
加
茂
市
）、

中
山
亜
樹
（
蟹
江
町
）

書
の
部

▽
市
展
賞
＝
長
屋
天
虹（
那
加
不
動
丘
）

▽
優
秀
賞
＝
北
澤
素
心
（
蘇
原
花
園

町
）、
澤
田
青
玉
（
那
加
門
前
町
）、
服

部
竹
龍
（
つ
つ
じ
が
丘
）
▽
奨
励
賞
＝

高
橋
芳
翠（
蘇
原
旭
町
）、中
田
曽
山（
松

が
丘
）、
筑
間
惺
水
（
岐
阜
市
）、
今
井

夏
虹
（
新
鵜
沼
台
）、
實　

碧
舟
（
鵜

沼
朝
日
町
）、稲
村
洋
春
（
尾
崎
南
町
））

写
真
の
部

▽
市
展
賞
＝
常
川
清
（
岐
阜
市
）
▽
優

秀
賞
＝
太
田
勝
（
美
濃
市
）、
澤
野
克

己
（
犬
山
市
）
▽
奨
励
賞
＝
堀
三
千
男

（
緑
苑
西
）、
林
都
美
子
（
大
垣
市
）、

清
ア
キ
ラ（
那
加
住
吉
町
）、原
孝
司（
本

巣
市
）

詳
細　

観
光
文
化
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
０
４
２

市美術展
第42回

写真

市展賞「嵐の火」
常川　清さん
【選評】シャッタースピード、被写体との距離、神

みこ し

輿
を担ぐ人の表情が良い。躍動感のある作品となってい
ます。ただ、火祭りの題材が多いのも事実です。

デザイン・
イラスト
レーション

市展賞「地球のともしび」
浦野友香さん
【選評】「いつか地球は消滅して
しまう」という警告をローソクの
灯でたとえたメッセージとなって
います。

【部門総評】今年は選外作がなく、全体的
にレベルアップしました。半切作品の中か
ら入賞が出たのは大変良かったです。

【部門総評】彫刻、工芸ともに造形力、創作力すべてに
わたり著しい向上が見られます。今後は新しい素材への
取り組みにも期待します。

【部門総評】「地球」をテーマに募集したところ、環境・
エコを題材とした作品が応募の半数となり、デザイ
ンのもつ社会性をアピールしています。一方イラス
トは描くことを楽しむ応募者の気持ちが伝わります。

【部門総評】全体的にレベルが上がっています
が、記念写真的な作品も多く、光のない単調な
作品、どこかで見たような作品も目立ちました。
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市
民
相
談
は
あ
な
た
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

困
っ
た
と
き
は
市
の
相
談
窓
口
へ

●
市
民
相
談
一
覧
（
表
中
※
の
相
談
は
市
役
所
４
階
・
市
民
相
談
室
で
行
い
ま
す
。
市
民
活
動
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

①
任
意
整
理　

利
息
制
限
法（
15
〜
20
％
）

に
基
づ
い
て
計
算
し
直
し
、
収
入
や
支
払

い
能
力
に
応
じ
て
業
者
と
支
払
い
条
件
を

交
渉
す
る
。

②
特
定
調
停　

簡
易
裁
判
所
が
利
息
制
限

法
に
基
づ
い
て
借
金
を
計
算
し
直
し
て
く

種 
類

相
談
内
容
と
窓
口　
【
カ
ッ
コ
内
は
相
談
員
】

日　

時

 

家
庭
相
談 

※

 

夫
婦
、
親
子
に
関
す
る
問
題
【
家
庭
相
談
員
】

 

月
曜
日　

13
〜
16
時

 

暴
力
相
談 

※

 
暴
力
行
為
や
暴
力
団
対
策
な
ど
に
関
す
る
相
談
【
各
務
原
警
察
署
員
】

 

第
１
・
３
月
曜
日　

９
〜
12
時

 

消
費
者
相
談 

※

 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、悪
質
商
法
な
ど
消
費
者
問
題
と
多
重
債
務
問
題
【
消
費
者
相
談
員
】     

 

備
考　

要
予
約

 

月
・
水
・
木
・
金
曜
日　

13
〜
17
時

 

法
律
相
談 

※

 

紛
争
や
事
故
な
ど
の
訴
訟
や
法
律
問
題(

１
人
20
分)

【
弁
護
士
】

 

備
考　

要
予
約
。
月
曜
10
時
〜
。
月
曜
休
日
の
場
合
は
当
日
受
付
。
７
人
ま
で

 

火
曜
日　

13
時
〜

 

行
政
相
談 

※

 

国
お
よ
び
国
が
負
担
す
る
県
や
市
の
事
業
へ
の
苦
情
や
要
望
【
行
政
相
談
委
員
】

 

第
１
・
２
・
３
火
曜
日　

10
〜
12
時

 

一
般
相
談 

※

 

く
ら
し
の
中
で
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み(

１
人
30
分)

【
嘱
託
相
談
員
】 

水
・
木
・
金
曜
日　

９
〜
16
時

 

不
動
産
相
談 

※

 

土
地
、家
屋
の
売
買
、貸
借
な
ど
不
動
産
問
題
【
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
会
員
】

 

第
１
水
曜
日　

９
時
〜
12
時　

 

建
築
相
談 

※

 

建
築
条
件
、
住
宅
の
設
計
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
【
建
築
士
会
会
員
】

 

第
１
水
曜
日　

13
〜
15
時

 

登
記
相
談 

※

 

土
地
建
物
の
売
買
や
相
続
、
遺
言
手
続
き
な
ど
【
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
】

 

第
２
・
４
水
曜
日　

13
〜
16
時

 

交
通
事
故
相
談 

※ 

交
通
事
故
に
お
け
る
過
失
割
合
、
示
談
手
続
き
な
ど

 

【
各
務
原
自
家
用
自
動
車
組
合
職
員
】

 

第
２
木
曜
日　

13
〜
16
時

 

女
性
の
た
め
の

 

法
律
相
談 

※

 

離
婚
、
相
続
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
主
に
女
性
の
人 

 

権
に
関
す
る
悩
み
や
相
談(

１
人
20
分) 

【
女
性
弁
護
士
】 

 

備
考　

要
予
約
。
前
日
９
時
〜
。
前
日
が
休
日
の
場
合
は
当
日
受
付
。
６
人
ま
で

 

第
４
木
曜
日　

14
〜
16
時

 　

※
12
月
は
第
３
木
曜
日
に
実
施

 

税
務
相
談 

※

 

所
得
税
・
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
税
金
に
関
す
る
こ
と
【
名
古
屋
税
理
士
会
税
理
士
】 

第
１
・
３
金
曜
日　

９
〜
12
時

 

労
働
・
社
会
保
険 

 

相
談 

※

 

労
災
、
雇
用
、
失
業
保
険
、
労
働
基
準
法
な
ど
【
社
会
保
険
労
務
士
】 

 

第
１
金
曜
日　

10
〜
12
時

 

人
権
相
談 

※

 

差
別
、
中
傷
、
い
じ
め
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
人
権
問
題
【
人
権
擁
護
委
員
】

 
第
１
金
曜
日　

13
〜
16
時

 

結
婚
相
談

 

結
婚
相
手
の
紹
介
【
結
婚
相
談
員
】

 

結
婚
相
談
所
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

６
２
１
２

 
水
・
土
曜
日　

９
時
30
分
〜
15
時

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

相
談 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
、
関
連
団
体
や
機
関
の
紹
介
な
ど
【
市
職
員
】

 

市
民
活
動
推
進
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
６
６
２

 

月
〜
金
曜
日　

９
〜
16
時

４
つ
の
債
務
整
理
方
法

  

日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
に

日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
に

  

つ
い
て
相
談
で
き
ま
す

つ
い
て
相
談
で
き
ま
す

  

多
重
債
務
で
お
困
り
の
と
き
は

多
重
債
務
で
お
困
り
の
と
き
は

　

市
民
相
談
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
一
人
で
考
え
て
悩
む
よ

り
、
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

備
考　

▽
終
了
時
間
の
１
時
間
前
ま
で
に

各
相
談
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
▽
12
時

〜
13
時
ま
で
は
休
み
▽
土
曜
（
結
婚
相
談

を
除
く
）、
日
曜
、
祝
日
、
12
月
25
日
〜

１
月
４
日
は
休
み

　

最
初
は
ち
ょ
っ
と
し
た

き
っ
か
け
で
貸
金
業
者
か
ら

お
金
を
借
り
た
の
が
、
借
金

返
済
の
た
め
に
別
の
業
者
か
ら
借
金
。
気

付
い
て
み
る
と
複
数
の
業
者
か
ら
借
入

し
、
総
額
も
膨
れ
上
が
っ
て･･･

。

　

意
外
と
簡
単
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
多

重
債
務
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
ら
、

債
務
整
理
を
し
て
生
活
を
再
建
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。



森　真
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～神話から歴史へ～

神話が生きる国⑤

れ
、
調
停
委
員
が
解
決
の
斡あ

っ
せ
ん旋

を
行
う
。

③
個
人
再
生　

安
定
し
た
収
入
が
見
込
ま

れ
る
人
を
対
象
に
、
自
己
破
産
せ
ず
に
生

活
を
再
建
す
る
。

④
自
己
破
産　

裁
判
所
に
申
し
立
て
、
借

金
が
支
払
え
な
い
事
を
宣
告
し
て
も
ら
う
。

 

心
の
健
康
相
談 

 

精
神
的
な
病
気
の
対
応
や
治
療
に
つ
い
て
【
保
健
所
嘱
託
医
師
】　

 

総
合
福
祉
会
館
３
階

 

備
考　

要
予
約
。
岐
阜
保
健
所
☎
０
５
８(

３
８
０)

３
０
０
４

 

第
２
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時

 
年
金
相
談

 

主
に
厚
生
年
金
に
関
す
る
相
談
【
市
嘱
託
年
金
相
談
員
】

 

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

１
１
１
３

 

月
〜
金
曜
日　

９
〜
16
時

 

家
庭
児
童
相
談

 

児
童
虐
待
、
子
ど
も
の
素
行
や
心
の
問
題
【
家
庭
児
童
相
談
員
】

 

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

１
５
５
５

 

母
子
相
談

 
母
子
家
庭
の
生
活
相
談
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
【
母
子
自
立
支
援
員
】

 
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

１
１
３
１

 

少
年
電
話
相
談

 
不
登
校
、
思
春
期
の
心
の
悩
み
や
親
と
し
て
の
心
配
ご
と
【
少
年
相
談
員
】

 

少
年
セ
ン
タ
ー
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
７
階
）
☎
０
５
８(

３
８
９)

３
７
０
０

 

高
齢
者
相
談

 

高
齢
者
の
生
活
問
題
、
施
設
入
所
な
ど
【
市
職
員
】

 

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

１
７
７
９

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど

 

生
活
相
談

 

来
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
の
生
活
相
談
【
ブ
ラ
ジ
ル
人
相
談
員
】

 

国
際
交
流
サ
ロ
ン
（
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎
０
５
８(

３
８
３)

１
４
１
７

 

月
〜
金
曜
日　

９
〜
17
時

　

古
事
記
や
日
本
書
紀
を
も
と
に
、

神
話
に
登
場
す
る
神
様
を
お
祭
り
し

た
神
社
や
祠
、
古
墳
や
遺
跡
、
伝
承

の
地
な
ど
を
日
向
の
地
図
に
お
と
し
、

そ
の
分
布
図
を
見
つ
め
て
い
ま
す
と
、

新
し
い
発
見
が
浮
か
び
ま
す
。

　

笠
沙
か
ら
霧
島
山
麓
の
高
千
穂
峰

　

北
の
二
上
山
麓
の
高
千
穂
町
に
は

天
孫
降
臨
の
初
代
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

や
関
連
す
る
神
様
を
お
祭
り
す
る
神

社
や
伝
説
地
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

そ
し
て
東
の
海
岸
、
日
向
灘
ぞ
い

に
は
、
そ
の
子
ど
も
の
天
孫
二
代
目

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
山
幸
彦
）

や
愛
す
る
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
を
主
祭
神

に
し
た
神
社
が
圧
倒
的
に
多
い
。　

　

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
は
海
神
で
あ
る
大

綿
津
見
神
の
娘
で
す
。
海
幸
彦
を
祭
っ

た
潮
獄
神
社
や
埴
輪
型
の
船
が
発
掘

さ
れ
た
西
都
原
古
墳
群
等
が
あ
る
。

　

そ
し
て
霧
島
山
麓
の
ふ
も
と
に
、

良
質
な
土
と
水
に
恵
ま
れ
た
小
平
野

「
狭
野
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
こ
そ
カ

ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
（
後

の
神
武
天
皇
）
生
誕
の
地
で
す
。
こ

の
付
近
に
は
、
皇
子
原
神
社
や
神
武

の
住
居
跡
の
伝
承
が
あ
る
宮
浦
神
社

（
現
霧
島
市
）
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ご
両
親
天
孫
三
代
目
ウ
ガ
ヤ

フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
と
タ
マ
ヨ
リ

ヒ
メ
も
こ
の
地
に
。
お
二
人
の
墳
墓

と
伝
え
ら
れ
る
吾
平
山
上
陵
も
そ
の

南
方
大
隈
半
島
に
あ
り
ま
す
。

　

天
孫
降
臨
の
初
代
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
は
、弥
生
文
化
を
も
っ
て
、高
天
原

か
ら
笠
沙
に
漂
着
、そ
し
て
霧
島
山

麓
へ
、さ
ら
に
北
方
の
二
上
山
麓
高

千
穂
へ
、愛
す
る
伴
侶
は
山
の
神
の

美
し
い
娘
。天
孫
二
代
目
は
日
向
灘
と

海
の
神
を
。三
代
目
は
狭
野
を
。
天

孫
四
代
目
の
カ
ム
ヤ
マ
ト
の
妻
は
あ

の
薩
摩
大
隈
隼
人
の
長
の
娘
で
す
。

　

山
の
支
配
者
と
海
の
支
配
者
、薩

摩
隼
人
を
ま
と
め
た
カ
ム
ヤ
マ
ト
は

そ
の
全
勢
力
を
も
っ
て
、神
武
東
征

の
旅
に
つ
く
。
出
発
の
地
は
日
向
灘

ぞ
い
の
美
々
津
。こ
う
し
て
神
話
時

代
か
ら
歴
史
へ
変
わ
り
ま
す
。

詳
細　

市
民
活
動
推
進
課
☎
０
５
８(

３

８
２)

７
１
１
０

　

ど
の
方
法
が
良
い
か
は
弁
護
士
な
ど
法

律
の
専
門
家
に
相
談
す
る
の
が
一
番
で

す
。
消
費
者
相
談
で
は
、
本
人
か
ら
状
況

を
聴
き
取
り
、
債
務
整
理
を
希
望
さ
れ
る

人
に
は
弁
護
士
な
ど
へ
連
絡
を
取
っ
て
相

談
日
の
予
約
ま
で
を
行
い
ま
す
。



　少人数のグループで、分かりや
すく指導します。受講者に総合体
育館や市民プールのトレーニン
グルームが利用できる「講習会受
講証」を発行します。
日程　11月10日(水)、17日(水)△

総合体育館＝ 9:30 ～ 12:00△

市民プール＝13:30～ 16:00
定員　各５人（申込順）
対象　市内在住の60歳以上の方
費用　250円
備考　

△

一般利用者の利用時間
帯に開催

△

1 回で終了
申込と詳細　11 月 1日～高齢
福祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

11月 11日～17日は「税を考える週間」です

期間　11月 4日～ 16日
場所　イオン各務原店 1 階市
政情報コーナー付近
内容　尾崎小 6年生の作品
詳細　消防本部予防課☎ 058-
382-3137

少年防火クラブ
火災予防ポスター展

　市内小中学校で、児童生徒の
指導に常勤として勤務できる方
を募集します。
募集期間　11月1日～
対象　教員免許所持者
雇用期間　応募月の翌
月1日～平成23年3月
30日
備考　学校教育課で面
談があります
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

小中学校
常勤講師募集

←

←

番号 教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1

成人
月 10:30 ～ 11:30

成人の男女

30人

12

月

12

日

（日）

9:00
2 金 20:00 ～ 21:00

各 20人3 ヘルシー 水

10:30 ～ 11:30
9:154 金

5 マスターズ 火

6 親子 土 幼児と保護者
※備考参照

25 組
50人 9:30

7

幼児

月

16:00 ～ 17:00
平成16年4月2日～
平成19年4月1日に
生まれた方
※備考参照

各 30人

9:40
8 火 10:00
9 水 10:20
10 金 10:40
11 土 14:30 ～ 15:30 11:00
12

ミックス

月

17:00 ～ 18:00 幼児 ( 年中・年長向
き )～小学生（低学
年向き）
※備考参照

各 45人

11:20
13 火 11:45
14 水 13:00
15 金 13:25
16 土 15:30 ～ 16:30 13:50
17 土 16:30 ～ 17:30 14:15
18

小学生

月

18:00 ～ 19:00 小学生
※備考参照

各 45人

14:40
19 火 15:05
20 水 15:30
21 金 15:55
22 土 17:30 ～ 18:30 16:20
23  アクア
　ビクス

火 13:30 ～ 14:30
女性 各 35人 16:45

24 土 19:00 ～ 20:00

　幼児から成人までを対象に水
泳教室を開催します。
受講期間　平成 23 年 1 月 17
日～ 3月 28日（各教室 9回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室は 6300 円、そ
の他6000円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市総合案内、
市民サービスセンター、総合体
育館、スポーツ課、ライフデザ
インセンター、川島振興事務所
にある申込書（市ウェブサイト
からもダウンロード可）を記入

し、11 月1日～12月6日にい
ずれかの窓口または〒 509-01
43 鵜沼小伊木町 4-300、市民
プールに郵送またはファクス
058-370-6507へ（要送付確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入（傷害保険料を含む） ▽受講料
の返金不可 ▽親子教室は年少
(3歳児 )までのオムツのとれた
幼児と保護者が対象 ▽小学生・
幼児・ミックス教室は、保護者
が申込 ▽抽選日は印鑑・受講料
を持参し抽選 10分前までに来
場 ▽教室の途中変更不可 ▽妊婦
の申込不可 ▽教室前後の遊泳無
料 (幼児は保護者同伴 ) ▽定員
に満たない教室は追加募集有
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

第 5期水泳教室

　税金は明るく健康で快適な生活ができる街づ
くりのための大切な財源です。この機会に税に
ついて考えてみませんか。市では、市税の納付
に便利な口座振替を推進しています。

備考　国税庁ホームページ「税を考える週間」特集ペー
ジ http://www.nta.go.jp
詳細　

△

税を考える週間＝岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

△

市税の口座振替＝税務課☎ 058-383-4703
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　市特産のにんじんを使った丼
料理コンテストを開催します。
ご応募をお待ちしています。
審査　 ▽ 1次＝レシピ（書類） ▽

2 次＝料理の試作 12 月 18 日
（土）　10:00 ～ 12:00
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス（那加甥田町）
備考　

△

参加は個人、グループ
不問

△

優れた作品は表彰

△

応募
用紙はライフデザインセンター
などにあります
申込と詳細　11 月 20 日（消
印有効）までに

△

メールの方は
npo-k-machidukuri@air.ocn.
ne.jp

△

郵送の方は〒509-0116
緑苑西 2-81、NPO 団体各務
原まちづくり・水野☎ 058-37
0-0117

にんじんを使った
丼料理コンテスト

各務原キムチ漬け
講習会開催！

日時　①11月26日（金）②12月8
日(水)　いずれも10:00～ 12:00
場所　西ライフデザインセンター
料理室(産業文化センター4階)
定員　各 30人（抽選）
内容　白菜キムチの漬け方
費用　1000 円
申込と詳細　11月 12日（必着）
までに「参加者の住所、氏名、
電話番号、希望日」を明記し

△

メ
ールの方は tourism@city.kaka
migahara.gifu.jp

△

往復はがき
の方は返信先を記入し、〒504-
8555 那加桜町1-69、観光文化
課内キムチ日本一の都市研究会
事務局☎ 058-383-9925

期日　平成23年 1月 9日（日）
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
対象　平成2年4月2日～3年
4月1日生まれの方
稲羽・川島・蘇原・中央の各中
学校区の方　 ▽受付＝ 9:00 ～
9:30 ▽式典＝ 9:45 ～ 10:45
那加・桜丘・鵜沼・緑陽の各中
学校区の方　 ▽受付＝10:45～
11:15 ▽式典＝11:30～ 12:30
備考　 ▽ 12 月上旬に案内状発
送予定 ▽市外在住で出席希望の
方は、事前にご連絡ください
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484

平成 23年成人式

    各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp

11 月号も旬の話題がいっぱい !!
パソコンからご覧ください。
パソコン用ウェブサイト　http://
www.city.kakamigahara.lg.jp/

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
＊特集「親子で楽しむコンサート」＊つくってみようほか
●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
＊特集「2010 年は国民読書年」＊学校自慢「蘇原第二小学校」ほか
●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
＊特集「各務原市手をつなぐ育成会」＊キラリさん「山口勝則さん」ほか
●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
＊特集「パターゴルフを楽しもう」＊自慢の一品「橋本多津子さん」ほか

ご覧ください !
ウェブマガジン

　新エネルギー導入や「チャレン
ジ 25」とその施策を考えます。
日時　11月20日（土）13:30～
15:30
場所　県民ふれあい会館（岐阜
市薮田南 5）
講師　清水宏晏・岐阜大学名誉教
授兼放送大学岐阜学習センター
客員教授
申込と詳細　事前に放送大学岐
阜学習センター☎058-273-96
14

放送大学公開講演会
地球温暖化の切り札

日時　11月24日（水）13:00～
15:00
場所　東海中央病院３階大会議
室（蘇原東島町４）
定員　100人（当日会場受付）
内容　「身体感覚～動きのぎこ
ちない子、不器用な子につい
て」渡邉雄介・ひめゆり療育セ
ンター作業療法室長
備考　託児希望（定員 10 人）
の方は事前に電話で申込
詳細　東海中央病院子育て・教
育相談センター☎058-382-31
01

子育て・教育相談センター
講演会

日時　月･水･金曜日　13:00～
17:00
場所　産業文化センター7階相
談室（那加桜町 2）
対象　不登校・不登校傾向、集
団になじめないなどでお悩みの
市内在住小中学生の保護者
申込と詳細　事前に電話であす
なろ相談室☎ 058-383-1487

臨床心理士による
不登校相談
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　最優秀賞は次の方（敬称略）。
小学校の部　

△

低学年＝間宮一
志（稲西小 1）・川瀬大輝（川
島小 1）・木之村朔都（中央小
1）・宮崎百叶（鵜一小 2）・横
山莉子（鵜三小 2）・加納麻帆
（鵜二小 2）・橋本佳奈（蘇一小
2）

△

中学年＝内山達貴（川島
小 3）・川中望礼（鵜三小 3）・
三浦ひなた（八木山小 3）・金成
由清（中央小 3）・御宿希祐（那
加三小4）・松本崇志（緑苑小4）・
南侑那（中央小 4年）

△

高学年
＝中村有喜（那加二小 5）・長
野夏帆（蘇一小 5）・田中秀尭（鵜
二小 6）・筒井優美（鵜三小 6）・
高沼朋香（同）・坂井彩華（蘇
一小 6）・矢久保裕紀（蘇二小 6）
中学校の部　坂井佑理（那加中
1）・井藤龍聖（川島中 1）・柴
山阿恵香（鵜沼中 1）・阿部祐
太（緑陽中 1）・西村舞衣（桜
丘中 2）・片山優那（蘇原中 2）・
岩田舜之（川島中 3）
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

おめでとうございます

読書感想文コンクール

年末調整・青色申告
決算説明会

期日　11月 12日（金）
場所　文化ホール（蘇原中央町２）
内容　源泉所得税の年末調整の
仕方、青色申告の決算など
【年末調整説明会】
時間　10:00 ～ 12:00
対象　所得税の源泉徴収義務者
（法人・官公庁・個人の白色申
告の方）
【青色申告決算説明会】
時間　13:00 ～ 15:00
対象　個人の青色申告の方
備考　税務署から資料の届いて
いる方は、当日ご持参ください
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111

岐阜県最低賃金
時間額706円へ改正

　10月17日から、岐阜県の最低
賃金が時間額 706 円に改正され
ました。雇用形態に関係なく、県
内で働く全ての労働者に適用され
ます。ただし、特定の産業従事者
には、県最低賃金より高い特定（産
業別）最低賃金が適用されます。
詳細　岐阜労働局☎ 058-245-
8104

　国民年金保険料は、全額が社
会保険料控除の対象です。年末
調整や確定申告で国民年金保険
料を申告する場合は「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明
書」の添付が必要です。
　「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」は、11 月上
旬に日本年金機構から送付され
ますので、申告の時まで大切に
保管してください。
備考　控除証明書専用ダイヤル
☎ 0570-070-117 を開設 (11
月 1 日～平成 23 年 3月 15 日
の平日 8:30 ～ 17:15、第 2土
曜日 9:30 ～ 16:00)、IP電話・
PHSは☎ 03-6700-1130
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161

国民年金保険料の
控除申告をする方へ

　国民年金、厚生年金、共済組
合などから支給される老齢年金
や退職年金は、所得税法上「雑
所得」として扱われ、課税対象
となります（障害・遺族年金は
非課税）。所得税の各種控除を
受けるには、扶養親族等申告書
の提出が必要です。
　日本年金機構では、毎年11月
上旬に「公的年金等の受給者の
扶養親族等申告書」を送付して
います。はがきが届いたら、必
要事項を記入し期限までに提出
してください。前年の申告内容
に変更のない方も提出が必要で
す。なお、所得が年金のみの場
合は、所得税の課税対象者は、
65歳未満で年金額が 108 万円
以上の方、65 歳以上で年金額
が 158 万円以上の方です。こ
れに満たない方には、はがきは
送付されません。
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161

年金受給者の方は、扶養
親族等申告書の提出を

　国民年金第３号被保険者（会
社員や公務員に扶養される配偶
者）期間と重複する厚生年金な
どの加入期間が裁定後に判明し
た場合の取り扱いが変わりました。
　老齢年金を受け始めてから、
第３号被保険者期間と重複する
厚生年金などの加入期間が新た
に判明した場合には、会社など
を退職した後の第３号被保険者
期間が引き続き年金額に反映さ
れる期間（保険料納付済期間）と
して取り扱われ、過去の年金額
が減額とならなくなりました。
備考　年金事務所に申出書など
の提出が必要です
詳細　岐阜南年金事務所☎058-
273-6161

年金第 3号被保険者
の一部取り扱い変更

第37回各務原市家庭婦人
バレーボール大会の結果

　9 月 12 日
に開催された
大会の結果は
次のとおりで
す（敬称略）。
Aランク　 ▽優勝＝ S.V.C ▽準
優勝＝那加一クラブ
Bランク　 ▽優勝＝上戸 ▽準優
勝＝緑苑クラブ
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231
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　家庭や仕事、DV（ドメステ
ィックバイオレンス）、人間関
係など生き方に関する悩みを電
話でお聞きします。相談は無料
で、秘密は固く守られますので、
気軽にご利用ください。
日時　日曜日～木曜日（祝日・年
末年始は休み）9:00 ～ 12:00、
13:00 ～ 16:00
相談番号　県男女共同参画プラ
ザ相談窓口☎ 058-278-0858
詳細　男女輝き推進室☎ 058-
383-1361

一人で悩まないで！
まずはお電話ください

　青少年育成は大人の責任です。
地域の子どもたちに目を向け、
みんなで守り育てましょう。
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484　

11 月は青少年健全
育成強調月間です

【異文化紹介講座ドイツを学ぼう!】
　ドイツ人講師による講座です。
日時　11月29日（月）14:00～
16:00
場所　産業文化センター2階第
4会議室 (那加桜町 2)
定員　25人（抽選）
費用　1000円（会員は500円）
申込期限　11月 16日（必着）
【2010イヤーエンドパーティー】
　バイキング形式の国際交流イ
ベントを開催します。
日時　12月5日（日）12:15～
14:30
場所　産業文化センター8階ぶ
るうすかい (那加桜町 2)
定員　75人（抽選）
費用　一般 2000 円、会員と家
族 1500 円、小学生 1000 円、
未就学児 500円
申込期限　11月 19日（必着）
【共通事項】
申込と詳細　「講座（行事）名、
郵便番号、住所、氏名（ふりが
な )、電話番号、各務原国際協
会の会員かどうか」を明記し ▽

メールの方はkia@city.kakam
igahara.gifu.jp ▽往復はがきの
方は返信先を記入し〒 504-85
55 那加桜町1-69、観光文化課
内国際協会事務局☎ 058-383-
1426

ご参加ください
国際協会のイベント

　岐阜県司法書士会岐阜支部の
会員が無料で登記・法律相談を
行います。
日時　11月12日（金）　12:00～
11月13日（土）　12:00(24時間)
相談電話　☎ 058-247-6012
詳細　岐阜県司法書士会事務局
☎ 058-246-1568

24 時間無料
電話法律相談会

日時　11月20日（土） 13:30～
15:30
場所　河野西入坊（下中屋町）ほか
内容　河野西入坊の由緒説明と
弥平島の調査報告
備考　 ▽現地集合、現地解散 ▽

ふれあいバス東部南部線「産業
文化センター」13:20 発「中屋
蓮如前」下車
詳細　各務原歴史研究会・横山☎
058-384-1983

各務原歴史研究会
市内史跡探訪

　ランドスケープの世界的権威、
ハーバード大学のカール・スタ
イニッツ名誉教授を招いた特別
講演もあります。
日時　11月12日（金）13:30～
15:45（13:00 開場）
場所　中部学院大学各務原キャ
ンパス大講義室（那加甥田町）
内容　 ▽感謝状贈呈 ▽中部学院
大学生による活動報告 ▽講演と
パネルディスカッション（石川幹
子・東京大学大学院教授ほか）
定員　300人(当日会場受付)
備考　参加者に記念品あります
詳細　水と緑推進課☎058-383-
1533

水と緑の回廊計画 10周年
パークレンジャー大会

【アロマで気分をリフレッシュ】
日時　11月20日（土）　10:00～
12:00
内容　佐藤みゆき・アロマイン
ストラクターの講話と交流会
【おいしく食事をするために】
日時　平成23年1月15日（土）
10:00 ～ 12:00
内容　市川恵美子・ジョイフル各
務原管理栄養士の講演と交流会
【共通事項】
場所　地域包括支援センタージョ
イフル各務原（鵜沼小伊木町３)
対象　認知症介護をしている方
定員　各 20人 ( 申込順 )
申込と詳細　11月12日までに
地域包括支援センタージョイフ
ル各務原☎ 058-379-2521

家族介護者教室
シリーズ認知症介護

　講座・実践の全2回の教室です。
日程　講座①11 月 22 日（月）
＝蘇原福祉センター（蘇原吉新
町2）②11月 25日（木）＝陵南
福祉センター（鵜沼朝日町2）③
11月 26日（金）＝総合福祉会
館（那加桜町 2）のいずれか 1
回と、実践12月1日（水）＝総
合体育館集合を受講
時間　いずれも10:00～ 11:30
対象　60 歳以上の健康で、教
室後も自主的に続けられる方
定員　各 15人（申込順）
持参品　室内用運動靴、タオル、
飲み物、健康手帳（お持ちの方）
申込と詳細　11 月
16 日までに高齢福
祉課☎ 058-383-1
779

てくてくウオーキング
教室を開催します！
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11月13日（土）10:00 ～ 16:00
11月14日（日）　9:00 ～ 15:30

　JAぎふ各務原中央営業所・
　 中央中学校　周辺
　 （各務西町4）

会　

場

●ふれあいバスなど公共交通機関をご利用くださ
い。なお、内容は変更になる場合があります。

詳細　産業祭実行委員会事務局（商工会議所内）
☎058-382-7101※当日は☎058-389-0797

産業・農業・特産品の紹介、販売
■市内産業広場
　市内の工業製品や飲食物・商品・農産物などを、
　市価よりお値打ちに販売。
■ＪＡの広場
　毎回朝から大行列。大根や白菜など野菜の直売と、
　農産物の品評会や即売会を開催します。
■ふるさと特産品の広場
　友好都市「敦賀市」の海産物をはじめ、お茶・地
　ビール・漬け物など各地を代表する生産品を販売。
■韓国ふれあい広場
　韓国の海

の り

苔・キムチなどの紹介と販売。
■金属加工体験コーナー
　来年50周年を迎える県金属工業団地協同組合が
　金属加工体験コーナー、企業の紹介を行います。

B級グルメ・
各務野やさいプロジェクトのPR
■ B-1グランプリ 岐阜県出店料理コーナー
　９月に開催されたB級グルメの祭典「B-1 グラ
　ンプリ」に出店した「各務原キムチ鍋」「奥美濃
　カレー」「めいほう鶏ちゃん」
　を味わってください。
■各務野やさいの販売
市内の実験農場で育てられ
た白菜、大根などの野菜を
販売します。

「音楽の街かかみがはら」
■街角コンサート（13日・14 日）
　13日　12:00 ～ 14:00
　　ブルーベレーズ、現代大正琴「オ
　　ヤジバンド」、各務原市民合唱団
　14日　10:30 ～ 14:00
　　かかみがはらウインドウオーケストラ、
　　ハーモニーパレット、コン・フォーコ、
　　セルフィーユ、フェアリーガーデン、
　　EL SUENO、FOX POT SWING ALL STARS、
　　各務原市民合唱団

楽しいイベントた～くさん！
■木工教室
　木製カスタネットなどの製作に挑戦して、木と
　共に過ごしてみませんか。
■竹細工教室
　竹ポックリや一輪差しなどを作りましょう。
■「発明くふう展」入選作品の展示
　県・市の発明くふう展で入選した作品を展示。
■大道芸の実演
　プロのパフォーマーによるジャグリングなど
■ちびっこ映画

　 ▽ 13 日＝「トイ・ストーリー3」①10:30～
　②13:30～ ▽14日＝「アンパンマン」11:00 ～
　場所　ＪＡぎふ各務原中央営業所3階

　今年も、市内の農産物や工業製品、さまざまな商品などを一堂に展示・販売し、
市の産業をご紹介するイベント「産業・農業祭」を開催します。街角コンサートの
ほか、毎年おなじみの即売会やイベントが盛りだくさん。ぜひご来場ください。

2010 かかみがはら
産業 ■農業祭
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市有地の売り払い

　一般競争入札で 8物件を売却
します。
【1号物件】　

△

所在地番＝蘇原
青雲町 2丁目 32 番 1

△

用途地
域＝市街化区域（第一種中高層
住居専用地域）

△

地目・地積＝
畑・146.47 ㎡

△

入札最低価格＝
313万 4458 円
【2号物件】

△

所在地番＝蘇原
青雲町 2丁目 11 番 1

△
用途地

域＝市街化区域（第一種中高層
住居専用地域）

△
地目・地積＝

畑・57.87 ㎡
△
入札最低価格＝

120万 3696 円
【3号物件】　

△

所在地番＝蘇原
青雲町 2丁目 3番 1、3番 2

△

用途地域＝市街化区域（第一種
中高層住居専用地域）

△

地目・
地積＝畑 219.08 ㎡

△

入札最低
価格＝ 484万 1668 円
【4号物件】　所在地番＝蘇原青
雲町 1 丁目 2 番 2、3 番 3、4
番 1、4 番 3、4 番 7、4 番 11△

用途地域＝市街化区域（第一
種中高層住居専用地域）

△

地目・
地積＝宅地・105.38 ㎡

△

入札
最低価格＝ 219万 1904 円
【5号物件】　所在地番＝緑苑北
1丁目 21 番 5

△

用途地域＝市
街化区域（第一種低層住居専用
地域）

△

地目・地積＝雑種地・
998.02 ㎡

△

入札最低価格＝
886万 9403 円
【6号物件】　所在地番＝各務お
がせ町 6 丁目 138 番 2

△

用途
地域＝市街化調整区域

△

地目・
地積＝田・386.21 ㎡

△

入札最
低価格＝ 231万 6873 円
【7号物件】　所在地番＝各務お
がせ町 6 丁目 138 番 3

△

用途
地域＝市街化調整区域

△

地目・
地積＝田・395.04 ㎡

△

入札最
低価格＝ 236万 9844 円
【8号物件】　所在地番＝各務お
がせ町 6 丁目 120 番 3、121

今月の納税 11月 30日（火）まで

国民健康保険料     6 期
介護保険料　　11月分
後期高齢者医療保険料　　5期

番 1

△

用途地域＝市街化調整
区域

△

地目・地積＝雑種地・
780.23 ㎡

△

入札最低価格＝
504万 6526 円
【共通事項】
開札日時　12月1日(水)　10:00～
開札場所　市役所 4階会議室
受付　11月1日～30日の9:00～
17:00(土日祝日は除く) に市
役所 3階契約管財課へ
備考　 ▽申込書・資料などは契
約管財課で交付 ▽詳細は市ウェ
ブサイトにも掲載 ▽同額は抽選
詳細　契約管財課☎ 058-383-
1467

●「消したかな」
　あなたを守る 合言葉
　空気が乾燥し火災の発生しや
すい季節になりました。11月9
日から 1週間、秋季全国火災予
防運動が展開されます。尊い命
と財産を火災から守りましょう。
　今年に入ってから、市の火災
件数は38件(10月18日現在)
で、火災の種別は、建物火災
23 件、車両火災 4件、林野火
災 3件、その他火災 8件となっ
ています。主な原因は火遊び 3
件、たき火 2件、こんろ 2件、
放火・放火の疑いが 2件です。
　毎年放火・放火の疑いの火災
が発生しています。地域ぐるみ
で放火対策をしましよう。
●放火されないために△

家の周囲に燃えるものを置か
ない

△

夜間、建物の周囲や駐車
場を明るくし、死角をつくらな
い

△

ポストに郵便物をためない△

車両などのカバーは防炎製品
を使用する
詳細　消防本部予防課☎ 058-
382-3137

11 月 9日～ 15日
秋季全国火災予防運動

【市税】
夜間相談日時＝11月9日（火）、
10日（水）17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課
【国民健康保険料】

▽休日相談日時＝11月14日（日）
9:00～17:00 ▽夜間相談日時＝
11月12日(金)　17:15～20:00
場所　市役所１階医療保険課
【共通事項】
備考　市役所北側地下入
口からお入りください
詳細　 ▽市税＝税務課☎058-38
3-4773 ▽国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112

11 月の市税・国保料
の休日・夜間納付相談

↑

↑

残りわずか！住宅耐震
診断（無料）・補強工事

　今年度の木造住宅耐震診断・補
強工事の募集戸数が残りわずかで
す。早めに申し込んでください。
申込と詳細　12月 28日までに
建築指導課☎ 058-383-1482

ご意見を募集します！
都市再生整備計画事業

　今年は、平成 18 年度から取
り組んできた「鵜沼南町地区」、
「旧鵜沼宿・旧中山道地区」で
のまちづくり事業の最終年度で
す。目標達成状況などの事後評
価原案を公表し、広く市民の皆
さんからの意見を募集します。
期間　11月1日～15日
縦覧場所　市役所 2階都市計画
課、市ウェブサイト
提出と詳細　11月 15日（必着）
までに住所・氏名・電話番号を記
入し、メールの方は keikan@ci
ty.kakamigahara.gifu.jp、はが
きの方は〒 509-8555 那加桜
町 1-69 都市計画課☎ 058-38
3-1984
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→

市内在住の方対象
各種健康診査

【胃がん検診】
　市内指定医療機関で要予約。。
対象　40歳以上の方
費用　1500 円
内容　問診、胃部エックス線検査
【大腸がん検診】　
対象　40歳以上の方
費用　1000 円
内容　問診、診察、便潜血検査
【子宮がん検診】　
対象　20歳以上の女性
費用　▷子宮頸部がん検診＝
1000 円▷子宮頸部がん検診＋
体部がん検診＝ 1500 円
内容　▷全員＝子宮頸部がん検
診（問診、視診、内診、細胞診）
▷医師が必要と認めた方＝子宮
体部がん検診
【前立腺がん検診】
対象　50 歳以上男性。ただし
前年度受診結果PSA値1.0ng/
ml 未満の方は、3年ごとの受診
費用　1000 円
内容　問診、診察、血液検査
（PSA）
【歯周疾患検診】　
対象　昭和 14・24・
34・44年生まれの方
費用　300円
内容　問診、口腔内診査
【肝炎ウイルス検診】　
対象　▷昭和 44年生まれの方
▷過去に未受診の昭和6～43
年生まれの方（要事前申請）
費用　500円
内容　問診、血液検査
【共通事項】
受診期間　11月 30日まで
受診方法　健康手帳（お持ちの
方は必ず）と保険証を持参し、
市内指定医療機関の窓口へ
備考　

△

生活保護世帯の方は費
用無料 (要事前申請 )
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

　生活保護・市民税非課税世帯の
方に無料接種券を交付します。
申請　事前に印鑑（浸透印不可）
を持参し、直接健康管理課へ。
備考　既に、接種済の費用助成
対象の方はご相談ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

インフルエンザ
ワクチン接種費助成

期日 場所 対象出生児
12月13日
（月） 総合福祉

会館

平成19年
11月 1日～17日

12月14日
（火）

平成19年
11月18日～30日

12月16日
（木）

あさひ
子ども館 平成 19年 11月

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1人 1回分、無料）
【3歳児健康診査】

【4か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
【11か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児

12月 20日（月）総合福祉会館 平成 22年
1月12月21日（火）あさひ子ども館

内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談
【1歳 6か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児
12月1日
（水） 総合

福祉会館

平成22年
7月1日～17日

12月2日
（木）

平成22年
7月18日～31日

12月7日
（火）

あさひ
子ども館 平成 22年 7月

期日 場所 対象出生児
12月8日
（水） 総合福祉

会館

平成21年
5月 1日～14日

12月9日
（木）

平成21年
5月 15日～31日

12月10日
（金）

あさひ
子ども館 平成 21年 5月

12 月の
乳幼児健康診査

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談
備考　11月中旬に郵送する目と
耳に関するアンケート用紙と尿
を入れる容器をご持参ください
【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、
稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区

持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票
（記入してお持ちください）
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診可▷前月ま
での対象児で受診していない方
は、今回受診可▷健診は 2 時
間程度▷総合福祉会館周辺の駐
車場を利用し、時間を超えた方
に駐車場補助券を発行。母子健
康手帳と駐車券を健康管理課へ
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

→

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

期日 受付時間 場所
12月2日
（木）

10:00～12:00
13:00～16:00

アピタ各務原店
12月5日
（日）

9:30～16:00

12月6日
（月）

9:30～12:00
13:00～16:00

各務原市役所
定期街頭

12月10日
（金）

9:30～11:30
12:30～17:00

東海学院大学
短期大学部

12月19日
（日）

10:00～12:00
13:00～16:00

イトーヨーカドー
各務原店

12月27日
（月）

9:30～12:00
13:00～16:00

イオン各務原店

12 月の「愛の献血」

　社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　11月16日（火） 　13:00～
14:20
場所　社会福祉課相談室（那加
桜町1）
申込と詳細　社会福祉課☎058-
383-1126

精神保健福祉士による
こころの健康相談
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●チビッコわくわく広場日時　11月20日（土）　10:00～15:00(雨天決行)
場所　各務野自然遺産の森（各務字車洞）

同時開催

もみじまつり＆チビッコわくわく広場を開催！

【設計基礎知識】
期日　11月 8日（月）
費用　1万 6800 円（県内）
【3D基礎Works】
期日　11月9日～10日（2日間）
費用　3万 9200 円（県内）
【３D基礎 V5】
期日　11月15日～17日（3日間）
費用　7万 1400 円（県内）
【共通事項】
備考　市の補助制度があります
申込と詳細　ＶＲテクノセンター
☎ 058-379-6370

テクノプラザＣＡＤ研修
在職者向け研修

　入場無料･当日会場受付です。
日時　11月27日(土)　14:00～
15:30
場所　内藤記念くすり博物館大
ホール（川島竹早町 1）
講師　北村伸・日本医科大学武
蔵小杉病院 内科学准教授
詳細　内藤記念くすり博物館☎
0586-89-2101、 0586-89-
2197 

市民講演会 「歳のせいに
してはいけない病気の話」

日時　11月 21日（日）14:30 ～
16:00（受付 14:00 ～）
場所　岐阜市民病院 3 階看護
学校講堂 (岐阜市鹿島町 7-1)
対象　股関節の痛みを抱える方
やその家族
内容　「股関節痛にお悩みの方
へ あなたに適した股関節治療」
加藤充孝・岐阜市民病院リハビ
リテーション科部長
備考　市民病院駐車場料金補助
あり（駐車券を会場受付へ持参）
申込と詳細　11月15 日までに
岐阜市民病院☎058-251-1101

第 1回岐阜市民病院
公開講座を開催

戦後強制抑留者の方へ
特別給付金の受付開始

　シベリア戦後強制抑留者に対
する特別給付金の請求受付が始
まりました。
対象　平成22年6月16日に日
本国籍を有する戦後強制抑留者
の方
請求受付期限　平成 24 年 3 月
31日まで
備考　▷平和祈念事業特別基金
から請求書類送付▷届いていな
い方は平日 9:00 ～ 18:00 に下
記まで電話でご連絡ください
詳細　（独）平和祈念事業特別基
金☎ 0570-059-204

日時　① 11 月 13 日② 12 月
4日　いずれも土曜日14:00 ～
15:30
内容　①子どもの学びと癒しの
環境デザイン②子どもの外科的
疾患について
場所　コンソーシアム岐阜（岐
阜市橋本町１、アクティブG内）
申込と詳細　東海学院大学短期
大学部☎ 058-382-1148

子どもに優しい
デザインと健康のお話

●もみじまつり

●第8回秋祭りフェスティバル

　重症筋無力症の仕組みと治療
について岐阜大学神経・老年内
科の木村暁夫医師が講演します。
日時　11月21日（日）13:00～
16:15（受付12:30～）
場所　中央ライフデザインセン
ター 3 階多目的ホール（蘇原
中央町 2）
備考　相談会や個人相談も開催
申込と詳細　県稀少難病友の会・
五島☎ 058-386-9049

どなたでも自由に参加！
重症筋無力症医療講演会

★きのこ汁ふるまい(11:00～ 当日受付順200人)

★お茶会 (200 円・当日受付順 200人 )

★フォトコンテスト (ミスかかみがはら来場 )

★自然体験学習（遺産の森の植物や昆虫について）

★飲食店コーナー（ぜんざい・やきそば・みたら
しなど。有料、売り切れ次第終了）
詳細　水と緑推進課☎ 058-383-1533

　ミニ SL、パネルシアター、ちびっ子消防車
乗車体験などイベント盛り沢山。何でも芸術コ
ンクールも開催！ぜひ作品をお持ちください。
日時　11月20日（土）　10:00～15:00
場所　県営各務原公園（鵜沼大安寺町 1）
備考　お子様自転車無料点検あり（自転車持参）
詳細　県各務原公園事務所☎ 058-370-0202

★学生ボランティアと遊ぼう
大学生のお兄さん、お姉さん
がいっしょに遊んでくれるよ！みんな来てね。

★落ち葉でしおり作り（当日受付順 200人）
詳細　子育て支援課☎ 058-383-1555

アクセス　駐車場は限りがあります。各務小学校
臨時駐車場をご利用ください。臨時駐車場から各
務野自然遺産の森、県営各務原公園を結ぶシャト
ルバスを随時運行します。（9:20 ～ 1時間 4便）
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西ライフデザインセンター
058-383-1121

●年末短期講座
◆干支の絵馬作りで新年を

　来年の干
え と

支「卯
うさぎ

」の絵馬を、
布を使って作ります。お正月飾
りにぴったりです。
日時／ 12月 4日（土）9:30～
11:30
定員／ 16人
費用／ 1300円（材料費含む）

◆飛びだすクリスマスカードを作りましょう
　色画用紙を使ってクリスマスカードを作ります。
日時／ 12月 4日（土）9:30 ～ 11:30
定員／ 20人（小学 4年生以下は保護者同伴）
費用／ 400円（材料費含む）

◆そば打ち体験
　はじめての方でも、おいしい
手打ちそばができます。
日時／ 12月 11日（土）　9:30～
11:30
定員／ 24人
費用／ 800円（材料費含む）

◆クリスマスケーキづくり
　スポンジから飾り付けまで、手作りのクリスマス
ケーキを作ります。
日時／12月 11日（土）　13:00～
15:00
定員／ 12組（親子・成人）
費用／ 1組 1100 円（材料費含む）

【共通事項】
場所／西ライフデザインセンター
申込／11 月 13 日の 14:00 ～受け付けますので
(14:00 の時点で定員を超えた場合は、その場で抽
選）費用を持参し、西ライフデザインセンターへ

所在地／那加桜町2、産業文化センター4階
休業日／祝日

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●第 44回各務原市社会福祉大会
11月 25日（木）　13:00 ～　市民会館
備考／整理券が必要です
詳細／市社会福祉協議会☎ 058-383-7610

少年自然の家
058-370-5280

● 11月のプラネタリウム
　ハートレイ第2すい星が
太陽に接近し、明るくなり
ます。すい星とはどんな特
徴を持った天体なのか調べ
てみましょう。ハートレイ
第2すい星がどのように見
えるかも紹介します。
日時／ 11月 14日（日）　10:00～11:00
場所／少年自然の家
内容／ ▽季節の星座と星座物語 ▽すい星ってどんな
天体
費用／ 1人 100円
備考／途中入場ができません

●出張天体観察会
日時／ 11 月 13 日（土）　19:00 ～ 20:00（雨天、
曇天の場合は中止）
場所／鵜沼第三小学校（新鵜沼台 4）
内容／秋の星座、月、木星の観察
申込／当日時間内に、直接お越しください

所在地／鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）祝日

歴史民俗資料館
058-379-5055

●中山道ぷらっと寄り道ウオーキング

　鵜沼宿ボランティアガイドの皆さんの案内で、
炉畑遺跡公園・旧桜井家住宅から出発し、近隣約
4.5kmを一周します。
日時／11月 26日 (金)　9:30～12:00（雨天決行）
対象／小学生以上
定員／ 30人（申込順）
費用／150円 ( 保険料・資料代含む )
申込と詳細／歴史民俗資料館へ

所在地・休業日／16ページに掲載

所在地・休業日／16ページに掲載
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音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●おめでとうございます
　各務原音楽コンクール入賞者

　第2回各務原音楽コンクールが、9月 23日に文
化ホールで開催されました。入賞者は次の皆さんで
す（敬称略）。

▽最優秀賞＝林寛子（声楽・本巣郡北方町） ▽優秀
賞＝長江希代子（声楽・小牧市）、松井順子（ピアノ・
名古屋市名東区） ▽奨励賞＝髙木桃子（マリンバ・
加納高校２年）、古田汐里（フルート・名古屋市立菊
里高校２年）、平光優里（マリンバ・加納高校３年）
備考／奨励賞は中高生、最優秀賞・優秀賞は全出場
者が対象
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

●市民会館ホワイエコンサート
　「心が癒されるミニコンサート」
日時／11月 11日（木）13:30 ～
場所／市民会館ホワイエ（ロビー）
出演／NJK（JUN・ボーカル、めぐ・ボーカル、ゆっ
きー・ピアノ、ユウイチ・バイオリン）
主な曲目／いつか花を咲かせよう、メッセージ、君
の笑顔が愛しくて（予定）
定員／約 100人（申込順）
費用／一般 300円、中学生以下無料（未就園児も
入場できます）
申込と詳細／電話などで市民会館☎058-389-1818

●稲羽吹奏楽団第 23回定期演奏会
日時／11月 20日（土）18:00 ～
場所／市民会館
費用／全席自由　前売 500円、当日 800円（小学
生以下無料）
詳細／稲羽吹奏楽団・林☎ 058-371-7227

●ギター・マンドリンアンサンブル
　「カノン」第 5回演奏会
日時／11月 21日（日）　13:30 ～
場所／文化ホール
詳細／ギター・マンドリンアンサンブル「カノン」・
深尾☎ 058-382-3760

●各務原・敦賀　友好都市第九演奏会
日時／11月 23日（祝・火）　14:15 ～
場所／市民会館
出演／平光保（指揮）、ウィーン岐阜管弦楽団（演奏）、
各務原シティカレッジ第九合唱団・つるが第九合唱
団（合唱）
主な曲目／旅立つ日（佐藤眞）、交響曲第九番ニ短
調作品 125「第 4楽章」（ベートーベン）
費用／前売 3000円、当日 4000円
チケット販売／観光文化課（産業文化センター 6
階）、市民会館、東ライフデザインセンター、川
島ライフデザインセンター、ローソン（Lコード
46348）
備考／未就学児は入場できません
詳細／友好都市敦賀市との第九実行委員会☎ 058-
383-7335

●「楽器体験フェア」であなたの
　クラブ・サークルを紹介しませんか
　「聴くだけの音楽」から「参加する音楽」へのきっ
かけとなるよう、今年度も、気軽に楽器の演奏体験
ができる「楽器体験フェア」を開催します。音楽ク
ラブ・サークルの活動を紹介するブースを設けます
ので、ぜひこの機会に活動の紹介をしませんか。
日時／平成23年 1月 16日（日）　10:00～ 16:00
場所／産業文化センターあすかホール（那加桜町 2）
対象／市の生涯学習サークルとして登録をしている
音楽クラブ・サークル
内容／チラシなどの掲示・配布、楽器の説明・体験
など
備考／紹介方法や時間などの詳細は、後日、希望す
るクラブ・サークルと調整します
申込と詳細／11月15日までに、電話で観光文化課
☎ 058-383-1042

●市民の劇場「川井郁子10thアニバーサリー
　コンサートツアー 2011“REBORN”」
日時／平成 23年 1月
30日（日）16:00 ～
（開場 15:30 ～）
場所／市民会館
出演／川井郁子（バイ
オリン）ほか
費用／全席指定Ｓ席
5000円、A席4000円
チケット販売／市民会
館、観光文化課（産業
文化センター 6階）、東ライフデザインセンター、
川島ライフデザインセンター、マーサ 21、サンサ
ンシティマーゴ、サークルK、サンクス、セブンイ
レブン、チケットぴあ☎0570-02-9999（Pコー
ド 120-531）
備考／未就学児は入場できません
詳細／市民会館☎058-389-1818
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●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）11月 1、8、12、15、16、22、24、29日は休館
　　　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122、3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8 ／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 )☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日休業
●東ライフデザインセンター☎ 058-384-0507 ／鵜沼朝日町 3-163-2 ／月曜日、祝日休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818 ／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日を除く）休業

 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 12月の「親と子の自然体験塾」講座
　自然体験塾は毎月、木曽川流域の植物・野鳥・郷
土史などをテーマに、四季折々の季節にちなんだ講
座を開講しています。 
◆ 5 日（日）各務野・自然観察ウオーク（9）初冬
の里山の生き物を見よう
持参品／筆記用具、虫めがね
費用／保険料 50円
◆ 12日（日）飛騨のお正月の風物詩「花餅」
持参品／エプロン・タオル・お茶
費用／材料費 300円
◆ 19日（日）昔ながらの「餅つき大会」
持参品／エプロン・タオル・お茶
費用／材料費 200円
◆ 26日（日）「門松」を作ってお正月
持参品／筆記用具・軍手
費用／材料費・保険料 300円
【共通事項】
時間／ 10:00～12:00
対象／小学生の親子・大人（19日は小学生の親子
のみ）
定員／ 100人 (12 日は 30人、19日は 45人）（申
込順）
費用／ 1講座 1人受講料 300 円。講座によっては
保険料なども必要（上記のとおり）。
申込／ 11月 1日～ 15日
①往復はがき =「開講日と講座名、参加者の住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号」と、返
信用にあて先を明記し、〒 504-8555 那加桜町
1-69、ライフデザイン課へ
②メール =｢ 開講日と講座名、参加者の住所、氏名（ふ
りがな）、性別、年齢、電話番号、返信用メールア
ドレス」を明記し、syogaigaku@city.kakamiga
hara.gifu.jp へ
③市ウェブサイト http://www.city.kakamigaha
ra.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210

各務野自然遺産の森
058-385-2773

東ライフデザインセンター青年館
058-384-0507

●青年館特別体験講座
◆クリスマススイーツ講座
　桃をアクセントに、ホワイトチョコレートのムー
スを使って、ホワイトクリスマスをイメージした優
しいケーキ「ブラン・ペシュ」を作ります。
日時／ 12月 11日（土）　10:00～13:00
場所／東ライフデザインセンター 青年館
対象／市内在住、在勤の 30歳以下の勤労青少年
定員／ 16人（申込順）
費用／ 1500円（材料費含む）
持参品／エプロン、三角きん、台ふきん（2枚）、手
拭き用ふきん、筆記用具など
備考／ 22 年度利用未登録の方は、別途 200 円が
必要
申込／ 11 月 10 日の 18:00～受け付けますので、
費用を持参し東ライフデザインセンター青年館へ

●短期講座
◆クリスマスリース講座
　木綿の風合いがやさしい、かわいい天使のクリス
マスリースを作ります。
日時／ 11月 27日（土）　13:30 ～ 15:30
費用／ 900円
持参品／裁縫用具
◆クリスマスパン講座
　世界遺産白神山地のブナの樹から採
取した酵母菌で生地を発酵させた、独
特の甘い風味がするパンを作ります。
日時／ 12月 16日（木）　19:00 ～ 21:30
費用／ 1300円（材料費含む）
持参品／エプロン、三角きん、台ふきん（2枚）、手
拭き用ふきん、筆記用具など
【共通事項】
場所／東ライフデザインセンター
対象／成人
定員／ 16人（申込順）
申込／ 11 月 10 日の 18:00～受け付けますので、
費用を持参し東ライフデザインセンターへ

所在地・休業日／下記に掲載
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、
カ
ル
チ
ャ
ー
か
か
み
が
は
ら
●

所在地／〒501-6021川島笠田町1453
休業日／無休（臨時休館の場合あり）

アクア・トト ぎふ
0586-89-8200

所在地・休業日／右ページに掲載

●市民読書研究会 ～ 2010年国民読書年記念事業
　読書の秋、中央図書館では、読書サークル協議会
と共催で市民読書研究会を開催します。
期日／ 11月 26日 (金)
場所／中央図書館 4階第 2・3研修室
内容／ ▽読書会 (10:00～12:00)= テーマブック
「やまない雨はない 妻の死、うつ病、それから…」
倉嶋厚著・文芸春秋 ▽文学講話 (13:00 ～ 15:00)=
「五木寛之の生き方と作品－作品に流れる祈りの心－」
河田迪也・元中学校長
定員／ 40人（当日申込順）
備考／読書会は事前にテーマブックを読んでからご
参加いただくと、より楽しめます

●パソコン講習会
◆動画加工プレミアエレメンツ
　ウインドウズ・ムービーメーカーとプレミアエレ
メンツ 4のソフトを使用し、デジタル写真・ビデ
オを編集して動画のアルバムを作ります。
日時／ 12月11日（土）、12日（日）　いずれも9:15～
16:30
定員／ 20人（抽選）
◆画像加工フォトショップ
　デジタル画像をフォトショップエレメンツ6に取
り込む方法から、画像の登録、管理や編集・画像解
像度の変更や補正・画像合成などの方法を学びます。
日時／12月7日～10日　いずれも9:15～12:15
定員／ 38人（抽選）
【共通事項】
場所／中央図書館 4階教育工学室
対象／市内在住、在勤、在学の方
費用／ 3000円
備考／OSはウインドウズビスタ
申込／ 11月 15日 ( 必着 ) までに「講習会名、郵便
番号、住所、氏名、ふりがな、電話番号」を明記し
メールの方はmedia-kousyu@city.kakamigaha
ra.gifu.jp（件名に受講する講座名を明記） ▽往復
はがきの方は中央図書館「4階パソコン講習会」係
（返信用にあて先を明記）☎ 058-383-1124

●３階展示ホール催し物
◆第19回広睦会展
日時／ 11月 10日～ 14日　9:00 ～ 17:00
ただし11月 10日は12:00～、14日は16:00まで
詳細／小島☎ 058-382-0773

◆第11回桜町 3丁目趣味の作品展
日時／ 11月 18日～ 21日　9:00 ～ 17:00
ただし11月 21日は15:00まで
詳細／永縄☎ 058-382-0741

中央図書館
058-383-1122

●アクアスクール「はじめての釣り体験」

　仕掛けの作り方など基礎的なことを学んだあと、
実際に川で魚釣りを体験します。
日時／11月 28日（日）　10:00 ～ 15:00（雨天時、
増水時は別プログラム 10:00 ～ 11:30）
対象／小学校 4 ～ 6 年生と保護者（魚釣りの際、
子どもの安全管理ができる方）
定員／ 10人（抽選）
費用／子ども800円 (保険料含む）、大人500円（保
険料）雨天時、増水時は子どものみ 300円
持参品／動きやすい服装、筆記用具、タオル、弁当、
飲み物、着替え、雨具、帽子
申込／11月 21日（必着）までに、はがきまたはホー
ムページ http://aquatotto.comから
備考／ ▽保護者の方は釣りはできません ▽水族館を
観覧する場合は、別途入館料が必要です

●特別企画展「よみがえれ！日本の水辺」
　失われつつある日本の水辺環境をテーマとして、
木曽川を中心に濃尾平野全般とそこに生息する生物
を再認識できるような展示、および現状も合わせて
紹介します。
期間／ 11月 29日まで
場所／水族館 1 階特別企画展示スペース
備考／入館料が必要です

●デンキウナギのクリスマスツリー
　デンキウナギの発電
を感知して、クリスマ
スツリーのイルミネー
ションが点灯します。
期間／ 11 月 13 日～
12月 26日
場所／水族館 1 階エントランスホール
【共通事項】
入館料　大人 1400 円、中高校生 1100 円、小学
生 750円、3歳以上 370円
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み
ん
な
の
広
場
●

発明くふう展
岐阜県知事賞

一個出すための努力

が
一
つ
ぶ
だ
け
出
せ
る
「
一
個

出
し
君
」
に
決
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
①
薬
を
一
つ
出
す
。
②

だ
れ
で
も
簡
単
に
出
せ
る
。
③

衛
生
的
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の

条
件
に
気
を
つ
け
て
作
品
づ
く

り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

お
か
し
の
入
れ
物
を
調
べ
た

り
、薬
の
ビ
ン
や
薬
の
大
き
さ

を
計
り
そ
れ
に
似
た
サ
イ
ズ
の

入
れ
物
と
錠
剤
で
実
験
を
し
た

り
し
ま
し
た
。で
も
な
か
な
か

上
手
く
い
か
ず
、
条
件
に
合
わ

な
か
っ
た
り
、

頭
の
中
の
設
計

図
は
出
来
上

が
っ
て
い
る
の

に
加
工
す
る
こ

と
が
難
し
か
っ

た
り
し
て
、
と

て
も
苦
労
し
ま

し
た
。

　

発
明
ク
ラ
ブ
の
先
生
に
「
失

敗
し
た
物
や
条
件
に
合
わ
な

か
っ
た
物
も
付
け
加
え
る
と
良

い
」
と
教
え
て
も
ら
い
、
い
く

つ
か
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。ぼ
く
の
作
品
は
小
さ
く
て
、

廃
材
ば
か
り
使
っ
て
あ
る
の
で

ジ
ミ
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
審
査
員
の
先
生
に
ス
ト
ー

リ
ー
が
見
え
て
良
い
と
い
わ
れ

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
ぼ

く
の
口
内
炎
は
、
夏
休
み
が
終

わ
る
こ
ろ
に
は
７
〜
８
ミ
リ
の

大
き
さ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
口こ

う

腔く
う

外
科
で
切
除
し
て
、
６
針
も

縫
う
は
め
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
痛
か
っ
た
で
す
。

文
・
各
務
小
学
校
５
年　

横
山

純
弥
さ
ん

　

ほ
く
の
口
の
中
に
は
２
、３

カ
月
前
か
ら
口
内
炎
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
薬
局
で
買
っ
た
口

内
炎
の
薬
は
、
小
さ
な
ビ
ン
に

入
っ
て
い
て
一
つ
ぶ
だ
け
出
す

の
が
難
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　

実
は
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
も
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
薬

を
飲
む
と
き
「
ビ
ン
か
ら
何
つ

ぶ
も
出
て
し
ま
う
」
と
聞
い
て

い
ま
し
た
。そ
こ
で
発
明
く
ふ

う
展
の
作
品
を
、
ビ
ン
か
ら
薬

●
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

体
操
、手
遊
び
、紙
芝
居
、
読
み

聞
か
せ
な
ど(

平
日
の
11
時
〜)

●
11
月
の
お
た
の
し
み
行
事

　

週
１
回
程
度
開
催
の
、乳
幼
児
、

親
子
で
楽
し
め
る
行
事
で
す
。

時
間　

記
述
な
し
は
11
時
〜

【
全
館
共
通
】
▽
24
日
（
水
）
　

誕

生
会
（
10
月
・
11
月
生
ま
れ
）

【
さ
く
ら
】
▽
２
日（
火
）＝
大
型

絵
本「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」▽
９
日（
火
）

＝
ジ
ー
ジ
ー
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

▽
16
日（
火
）＝
救
急
法
を
学
ぼ
う

▽
30
日（
火
）＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
な
か
よ
し
ふ
う
せ
ん
」

【
あ
さ
ひ
】
▽
４
日（
木
）＝
大
型

紙
芝
居
「
ぎ
っ
た
ん
ば
っ
こ
ん
」

▽
10
日（
水
）＝
紙
ふ
ぶ
き
で
あ

そ
ぼ
う
▽
17
日
（
水
）
＝
人
形
劇

「
お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も
」、

ジ
オ
ジ
オ
絵
本
タ
イ
ム
14
時
〜

【
う
ぬ
ま
東
】　

▽
2
日
（
火
）＝
救

急
法
を
学
ぼ
う
▽
10
日（
水
）＝
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
あ
な
た
は
だ
あ

れ
？
」▽
17
日（
水
）＝ 

つ
く
っ
て

あ
そ
ぼ
う
「
ど
う
ぶ
つ
さ
ん
み
ー

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
）
木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時

っ
け
！
」、
に
こ

に
こ
キ
ッ
ズ
15
時

30
分
〜

【
そ
は
ら
】
▽
11

日（
木
）＝
ジ
ー
ジ

ー
さ
ん
と
あ
そ
ぼ

う
▽
16
日（
火
）＝

大
型
紙
芝
居
「
い
ち
に
の
さ
ん

ぽ
」
▽
25
日
（
木
）
＝
ア
ン
パ

ン
マ
ン
お
じ
さ
ん
の
手
品

【
か
わ
し
ま
】
▽
８
日
（
月
）
＝

大
型
絵
本
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」

▽
15
日
（
月
）
＝
子
ど
も
劇

場
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
▽
16
日

（
火
）
＝
消
防
車
を
み
よ
う
▽

30
日
（
火
）
＝
リ
ー
ス
を
作
ろ

う
▽
４
・
11
・
18
・
25
日
（
木
）
＝

ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ま
絵
本
タ
イ
ム

発明くふう展 発明くふう展 
岐阜県知事賞受賞作品岐阜県知事賞受賞作品
「一個出し君」「一個出し君」

発明くふう展会場で発明くふう展会場で
受賞作品受賞作品を手にするを手にする
横山さん横山さん
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を

み
ん
な
の
広
場
●

ハーモニカサークルハーモニカサークル
木曽川ハーモニー木曽川ハーモニー

し
ん
で
い
た
だ
け
る
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
十

分
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
一
員
と

し
て
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

午
前
９

時
〜
11
時
、
第
１
・
３
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
（
川
島
河
田
町
）

会
費　

月
２
０
０
０
円

詳
細　

川
瀬
☎
０
５
８
６
（
８

９
）
３
２
６
９

　

私
た
ち
木
曽
川
ハ
ー
モ
ニ
ー

は
、
川
島
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
を
し
て

い
る
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
愛
好
者

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

会
員
は
現
在
８
人
。
毎
週
木

曜
日
の
午
前
に
自
主
練
習
、
毎

月
第
１
・
３
土
曜
日
の
午
後
は
、

日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
芸
術
協
会
師

範
の
加
藤
精
吾
先
生
の
指
導

で
、
童
謡
か
ら
唱
歌
、
青
春
歌

謡
、
演
歌
に
至
る
ま
で
、
演
奏

の
基
本
を
中
心
に
、
主
に
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
四
重
奏
）
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
、
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
「
花
か
げ
」

「
若
者
た
ち
」「
水
色
の
ワ
ル
ツ
」

な
ど
の
練
習
曲
で
す
。

　

各
務
原
市
在
住
の
方
は
、
音

楽
を
愛
す
る
方
が
非
常
に
多

く
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
楽
し
む

サ
ー
ク
ル
も
数
多
く
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
積
極
的
に
演
奏
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
結
成
５
年
目
で
、

比
較
的
後
発
の
グ
ル
ー
プ
で
す

が
、今
後
一
層
練
習
に
励
ん
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
幅
広
い

演
奏
活
動
が
よ
り
活
発
に
行
え

る
よ
う
、
全
員
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
木
曽
川
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

は
、
一
緒
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
楽

第
二
回
各
務
原
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
受
賞

平
光
優
里
さ
ん

「
体
の
奥
底
に
響
く
音
色

　
　

心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
演
奏
を
し
た
い
」

　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
各
務
原

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
。県
内
在
住
、

ま
た
は
出
身
の
優
秀
な
音
楽
家

を
発
掘
す
る
総
合
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
で
、地
元
か

ら
世
界
に
羽
ば
た
く
音
楽
家
が

誕
生
す
る
こ
と
を
願
い
開
催
さ

れ
て
い
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

予
備
審
査
を
通
過
し
た
才
能
あ

ふ
れ
る
27
人
が
出
場
。
そ
の
中

で
奨
励
賞
に
輝
い
た
の
が
、
マ

リ
ン
バ
を
演
奏
し
た
平
光
優
里

さ
ん
。唯
一
の
各
務
原
市
民
だ
。

　

マ
リ
ン
バ
に
魅
了
さ
れ
た
の

は
中
学
生
の
と
き
。マ
リ
ン
バ

と
と
も
に
歩
み
続
け
、現
在
は

加
納
高
校
音
楽
科
の
３
年
生
。

「
演
奏
で
伝
え
た
か
っ
た
思
い

が
、聴
衆
の
方
に
届
い
た
の
か

な
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
る
。

　

木
琴
の
一
種
で
、５
オ
ク
タ
ー

ブ
の
音
域
を
持
つ
巨
大
な
楽
器

マ
リ
ン
バ
。
厚
い
木
の
鍵
盤
を

マ
レ
ッ
ト(

撥ば
ち)

で
叩
く
。鍵
盤

の
下
に
は
音
階
に
よ
っ
て
長
さ

の
違
う
金
属
管
が
配
さ
れ
、こ

の
管
の
中
で
鍵
盤
の
音
が
共
鳴

し
、豊
か
な
音
を
生
み
出
す
。

　

演
奏
し
た
の
は
ゴ
ー
ド
ン
・

ス
タ
ウ
ト
作
曲「
メ
キ
シ
カ
ン
・

ダ
ン
ス
」。
マ
リ
ン
バ
奏
者
な

ら
ば
一
度
は
弾
い
て
み
た
い

曲
。半
年
前
か
ら
取
り
組
み
、

表
現
作
り
の
た
め
に
、書
籍
や

音
楽
、テ
レ
ビ
番
組
な
ど
、メ
キ

シ
コ
に
関
す
る
情
報
な
ら
ば
何

で
も
吸
収
し
た
。「
メ
キ
シ
コ
」

と
耳
に
す
る
だ
け
で「
異
常
に

反
応
し
て
し
ま
っ
て
」と
笑
う
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
と
て
も

緊
張
し
た
」
が「
森
、
雲
、
風

…
広
々
と
し
た
空
間
で
、
民
族

衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々
が
踊

る
」
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き

上
が
り
「
マ
リ
ン
バ
と
一
体
と

な
っ
て
、
心
の
中
で
歌
っ
て
い

た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
人
見
知
り
す
る
タ
イ
プ
」と
、

は
に
か
む
優
里
さ
ん
。
人
と

じ
っ
く
り
親
交
を
深
め
て
い
く

と
こ
ろ
が「
曲
と
出
会
い
、曲
を

理
解
し
、全
身
で
自
己
表
現
す

る
過
程
と
似
て
い
る
」と
語
る
。
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木
曽
川
学
入
門
●

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
「
船
山
古
墳
」
は
古
墳

時
代
の
終
わ
り
、
７
世
紀
後
半
に
造
ら

れ
た
円え
ん
ぷ
ん墳
（
円
形
の
古
墳
）
で
、
市
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
周
辺
に
は
船
山
古
墳
を
含

み
15
基
の
古
墳
と
５
基
の
窯
跡
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
５
年
か
ら
Ｖ
Ｒ
テ
ク
ノ

ジ
ャ
パ
ン
の
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
須す

え

き
恵
器
な
ど
数
多
く
の
遺
物

が
出
土
し
ま
し
た
。

　

調
査
後
、
古
墳
群
の
う
ち
１
号
墳
（
船

山
古
墳
）
か
ら
３
号
墳
ま
で
３
基
の
古

墳
を
Ｖ
Ｒ
テ
ク
ノ
ジ
ャ
パ
ン
の
敷
地
内

に
復
元
整
備
し
、
一
般
に
公
開
し
て
い

ま
す
。

詳
細　

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
８
（
３
８
３
）１
１
２
３

笠
松
町
の
歴
史
と
民
俗

笠
松
陣
屋
の
郡ぐ

ん
だ
い代

・
岩
田
鍬く

わ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎

　

笠
松
町
は
、
江
戸
時
代
に
は
幕
府
直
轄
領
で
、
寛か

ん
ぶ
ん文

２
（
１
６
６
２
）
年
、
当
時
の
笠
町
を
「
笠
松
村
」
と

改
称
す
る
と
同
時
に
、
郡
代
（
代
官
）
の
役
所
「
陣
屋

（
い
わ
ゆ
る
笠
松
陣
屋
）」
が
置
か
れ
、
美
濃
地
方
の
行

政
と
治
水
に
目
を
光
ら
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
嘉か

永え
い

4
（
１
８
５
１
）
年
10
月
に
石い

わ

見み

銀
山
代
官
か
ら
笠
松
陣
屋
へ
転
任
し
て
き
た
第
24
代

岩
田
鍬
三
郎
郡
代
は
、
慶け
い
お
う応
3
（
１
８
６
７
）
年
依
願

退
職
し
て
交こ
う
た
い
よ
り
あ
い

代
寄
合
に
列
せ
ら
れ
る
ま
で
の
16
年
間
の

長
期
に
わ
た
っ
て
笠
松
に
在
勤
し
、
幕
末
情
勢
に
対
処

し
ま
し
た
。
皇こ
う
じ
ょ
か
ず
の
み
や

女
和
宮
の
関
東
下げ

向こ
う（
※
１
）に
際
し
て

は
、
笠
松
の
町
衆
を
郷ご
う
あ
し
が
る

足
軽
、
ま
た
長な

が

柄え

持も
ち
や
く役
や
奴や

っ
こと

し
て
毛け

槍や
り
や
く役（
※
２
）に
従
わ
せ
、
中
山
道
の
警
護
に
あ

た
ら
せ
ま
し
た
。

現
代
に
伝
わ
る
笠
松
の
奴
行
列

　

明
治
維
新
後
、
笠
松
の
司つ

か
さ
ま
ち町
・
港み

な
と
ま
ち町
の
町
民
は
岩
田

郡
代
の
遺
徳
を
偲し
の

び
、
郡
代
の
格
式
に
あ
わ
せ
て
大
名

行
列
の
諸
道
具
を
全
国
に

求
め
、
笠
松
ま
つ
り
の
祭

礼
余
興
と
し
て
復
活
さ
せ

今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
行
列
は
、
司
町
・

港
町
の
二
町
内
で
伝
承

し
、
隔
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
町
の
貴

重
な
財
産
で
あ
り
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
は
も
と
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
保
存
会
が
設

立
さ
れ
、
平
成
7
年
に
は
「
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
保
存
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
年
4
月
の

春
ま
つ
り
に
八
幡
神
社
と
産さ
ん
れ
い霊
神
社
の
例
祭
に
奉
芸

さ
れ
て
い
ま
す
。

笠
松
県
を
経
て
岐
阜
県
へ

　

廃
藩
置
県
に
よ
り
慶

応
4（
１
８
６
８
）年
4

月
に
「
笠
松
県
」
が
誕

生
し
、
お
よ
そ
２
０
０

年
続
い
た
笠
松
陣
屋

は
「
笠
松
県
庁
」
と

名
前
を
変
え
、
明
治
4

（
１
８
７
１
）年
、
岐
阜

県
が
誕
生
し
た
こ
と

に
伴
い
「
岐
阜
県
庁
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
6
（
１
８
７
３
）
年
、
に
県
庁
が
岐
阜
市
へ

移
る
ま
で
は
、
笠
松
は
岐
阜
県
の
行
政
の
中
枢
を

担
っ
た
の
で
す
。

※
１　

文ぶ
ん
き
ゅ
う久
元
（
１
８
６
１
）
年
、
徳
川
家
14
代

将
軍
家い
え
も
ち茂
へ
嫁
ぐ
た
め
、
皇
女
和
宮
の
輿こ

し

入い

れ
行
列

が
中
山
道
を
通
り
ま
し
た
。

※
２　

行
列
で
は
、
羽
毛
で
飾
っ
た
槍
を
持
つ
「
毛

槍
役
」
を
先
頭
に
、
長
い
柄
の
つ
い
た
傘
や
槍
を
持

つ
「
長
柄
持
役
」
な
ど
が
列
に
続
き
ま
し
た
。

文
・
笠
松
中
央
公
民
館

笠松陣屋跡

笠松の奴行列
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　スポレク祭 2010

村国座子供歌舞伎　

　市民会館ホワイエコンサート　

クラブ・サークル発表会　

歌舞伎役者顔負けの熱演を披露
　国の重要有形民俗文化財「村国座」で、各務地区
の子どもたちが歌舞伎と舞踊を演じる「村国座子供
歌舞伎」が開催されました。
　毎年 10月、村国神社の祭礼で奉納余興として公演
される子供歌舞伎。2日間にわたって「絵本太功記」
など歌舞伎 3演目と舞踊 3演目が披露されました。
10日には高円宮妃久子さまもご観覧され、夏から稽

けい

古
こ

を続けてきた子どもたちが歌舞伎役者さながらの
セリフや見

み え

得を決めると、場内は満場の拍手に包ま
れました。　　　　　　　　　　（10月 9日・10日）

すてきな作品、演奏にうっとり
　芸術・文化の秋、各ライフデザインセンターで、市
内で活動するクラブやサークルが日ごろの活動の成
果を発表しました。
　このうち、産業文化センターでは那加地区の約100
団体が参加。あすかホールでコーラスや朗読、詩舞
などのステージ発表が行われたほか、1階のロビー
や学習室で書や絵画、工芸など多数の作品が展示さ
れました。また、別室では茶席や食事のコーナーも
あり、来場者は発表や作品の見事なできばえに感心
の声をあげていました。　　　　（10月16日・17日）

親子でコンサートを楽しもう！
　小さな子ども連れだと、なかなか行く機会のない
コンサート。そんな親子や妊婦の方に向けて、市民
会館のホワイエ（ロビー）で「右脳刺激×感性はぐ
くみコンサート」が開催されました。
　右脳を刺激するというバロック音楽のほか、童謡
やアニメソングなど 16曲がピアノやチェンバロ、ト
ランペットで演奏され、子どもたちは音楽に合わせ
手を叩くなど大喜び。お母さんたちも「周りに気兼
ねせず音楽を楽しめて嬉しい」と、約 1時間の生演
奏をじっくり楽しんでいました。　　　（10月14日）

秋空の下、スポーツを満喫！
　10月 11日は「体育の日」。前渡西町にある各務原
浄化センターを会場に、子どもから大人まで気軽に
スポーツを楽しめるイベント「スポレク祭」が今年
も開催されました。
　参加できる競技は、スポーツガラッキーやペタン
ク、ユニホックなどの軽スポーツから、幼児から遊
べるボールプールなどの「ちびっこ広場」とさまざま。
子どもたちは「こんなスポーツ初めて」「あの競技も
やってみたい」とはしゃぎながら、1日スポーツの
秋を楽しみました。
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広
報
各
務
原　

平
成
22
年
11
月
1
日
号
（
第
１
１
４
０
号
）

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69

電話●058-383-1111（代） ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp/

市人口 /149,656人〔男 73,992人 女 75,664人〕世帯数 /55,333世帯　（平成22年 10月 1日現在）

　

　我が家の元気の源、温大です。「温」かな
心をもち、健康でたくましく「大」きく成長
してね。（お父さんの大地さん、お母さんの
直美さん・緑苑東 1）

　お互いに思いやり助け合える、仲良し
きょうだいになってね！（お父さんの和
弘さん、お母さんの殊美さん・鵜沼川崎
町 3）

清水　来
こ な つ

夏ちゃん　（Ｈ 20．6．21生）
　　　謙

け ん ご

吾くん　　（Ｈ 22．4．16生）室屋　温
は る と

大くん　（Ｈ 21．7．2生）

民ギャラリー市
伊勢型紙「初

は つ ね

音」
大橋シズさん・那加雄飛ヶ丘町

タイトルの「初音」とは
その年最初の、鶯

うぐいす

の鳴き声のこと。
冬が終わり、あたたかい春の訪れを

告げる姿を表現しました。
　きめ細かな手作業である伊勢型紙。
ゆっくり、じっくり時間をかけて

彫り上げたこの作品は、
私の一番のお気に入りです。
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